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表 1 削減取り組み結果と削減額

項　目
平成26年度 平成15年

度使用(排
出)量※1

削減量 削減率
（％）

単価
(円)
※2

削減額
(円)目標 使用

(排出)量

電気
使用量
(kWh)

平成13、14、
15年度の平
均値と比較
して3％削減

3,570,890 4,218,001 647,111 15.3 25 16,177,775

水
使用量
(㎥ )

平成15年度
と比較して
5％削減

34,088 34,985 897 2.6 270 242,190

ごみ
排出量
(kg)

平成15年度
と比較して
20％削減

53,398 73,704 20,306 27.6 32 649,792

合計削減額(円) 17,069,757

※ 1 　平成16年度以降に新設された施設の使用（排出）量については、新設され
た年度の数値を基準として比較しています。

※ 2　単価は、平成16年度取り組み結果で使用した単価です。

表 2　二酸化炭素排出削減量

項　　目 排出係数
平成26年度
排出量

（kg－CO₂）

平成15年度
排出量

（kg－CO₂）
削減量

（kg－CO₂）

電　気 0.53 1,892,572 2,214,451 321,879

水 0.36 12,272 12,595 323

ご　み 2.77 147,912 204,160 56,248

合　計 － 2,052,756 2,431,206 378,450

※電気の排出係数は、東京電力㈱の排出係数です。
※二酸化炭素削減量の378,450㎏-CO₂は、ぶな林約69ヘクタール（八潮中央公園
約63個分）が1年間に吸収する二酸化炭素量に相当します。
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記憶、推理、判断などの知的機能の発達に遅れがみ
られ、社会生活などへの適応が難しい子どもたちへの
学習支援を行う学級です。
小集団の中で、一人ひとりに応じた教科の内容や生
活に役立つ内容を学習します。また、健康な体づくり
や基本的生活習慣の確立、日常生活に必要な言葉や数
量感覚などを養います。
設置小学校
八條・潮止・八幡・大曽根・松之木・中川・八條北
・大瀬・柳之宮
設置中学校
八潮・八條・大原・潮止

　「みんなと一緒に行動する」「体の感覚コントロール」
「言葉による表現」などに困難さがある子どもたちへ
の学習支援を行う学級です。
上手に対人関係を築く練習をしたり、コミュニケー
ションのための言語表現などの学習支援を行ったり、
情緒の安定を図ります。
設置小学校
八條・潮止・八幡・大曽根・松之木・中川・大瀬・大原
設置中学校　八潮・八條・大原・潮止

通常学級で学習している児童・生徒で、「一緒に行
動する」「感情をコントロールする」「学習に集中する」
「自分の気持ちを伝える」などのことが苦手であり、
さまざまな場面で不適応状態を起こしてしまう子ども
たちの教室です。
発達・情緒の教室は、一人ひとりの課題改善・克服
を目指し、通常学級で学習をしながら、週に1～4回
程度上手に対人関係を築く練習をしたり、感情のコン
トロール法を学んだりしながら、できる自分を発見さ
せ、自信をもって豊かな生活が送れる力を養います。
設置小学校　大曽根
設置中学校　八潮

発音しにくい音（例：さくら→たくら）がある・音
や言葉を繰り返す・詰まる言葉がある・聞き取りにく
い音があるなど、言葉や聞こえについての心配がある
子どもたちの教室です。
通常学級で学習をしながら、週に1回程度言葉を正

しく聞き取る力を付けたり、正しい発音の仕方や話し
方を身に付けたりし、表現力・コミュニケーション能
力を育てます。
設置小学校　大原

知的障がい特別支援学級

自閉症・情緒障がい特別支援学級

発達障がい・情緒障がい通級指導教室

難聴・言語障がい通級指導教室
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